
や　ま　だ

福祉のひろば

No. 147

2022
3.153

◆ 赤い羽根共同募金・地域歳末たすけあい募金運動のご報告 �  ２
◆ 町内の福祉団体活動紹介、一般会費納入結果ご報告 �  ３
◆ さわやか健康教室のご紹介 �  ４
◆ 災害ボランティアセンター設置運営訓練 �  ５
◆ 生活支援相談員の活動紹介 �  ６～７
  地域見守り支援拠点の概要、各拠点のご紹介
◆ 生活支援コーディネーター活動紹介 �  ８～９
  生活支援ボランティア活動、浜川目地区、大沢川向地区の活動
◆ ご報告・ご紹介・お知らせ �  １０～１１
◆ 福祉基金・その他 �  １２

もくじ

社会福祉法人  山田町社会福祉協議会

頑張る方を
応援します！
「社協マン」

久々の調理再開！「さわやか健康教室」記事P4　 2021.12.23撮影

福祉のひろば



　全国一斉「令和３年度赤い羽根共同募金
運動」並びに「地域歳末たすけあい運動」
は町民の皆様のご協力を頂き、次のとおり
の結果となりました。
　地域歳末たすけあい募金は配分検討委員
会における審査、決定により助成・配分を
行いましたことをご報告致します。

　福祉のひろば№ 146（令和 3 年 12 月号）にて中間
ご報告を致しました社会福祉協議会一般会費の納入額
は、皆様のご協力により右記の結果となりました。改
めて感謝を申し上げます。
　ご協力頂きました会費は、町の地域福祉推進のた
め、各事業へ有効に活用させて頂きます。今後とも、
ご理解とご支援を賜りますようお願い致します。

令和３年度  赤い羽根共同募金・地域歳末たすけあい募金運動

令和３年度　社会福祉協議会一般会費

法人募金にご協力頂いた皆様 ※順不同掲載

■千治屋商店様　　■ホームワンサトー様　　■びはんストア豊間根店様　　■業務スーパー山田店様
■中忠商店様　　■ぶとうストア様　　■出光 45 号山田 SS ㈱サカモト様　　■ DCM ホーマック様
■キクコーストア山田インター店様　　■薬王堂㈱山田大沢店様　　■びはんストアオール店様　
■薬王堂㈱岩手山田店様　　■ヤマザキショップ川村様　　■ふれあいパーク山田様　
■出光 45 号船越 SS ㈱サカモト様　　■荒川スタンド様　　■カットインみなと様
■新岩手農業協同組合山田支所様　　■佐賀商店様　　■鯨と海の科学館様　　■山田町役場様　
■山田町役場豊間根支所様　　■山田町役場船越支所様

お問合せ先：山田町共同募金委員会　TEL 82-3841

ありがとうございました
～運動結果並びに助成・配分の結果ご報告～

皆様のご協力
ありがとうございました

地域歳末たすけあい募金助成・配分実績総額　1,019,844円

4,558,873円

4,382,000円

令和３年度

募金総額

令和３年度

納入総額

■赤い羽根共同募金（一般募金）

　戸別募金　3,057,460円	 個人募金　　 11,560円
　法人募金　　  45,383 円	 その他の募金 93,827円
　職域募金　　  40,303 円

� 合　計　3,248,533円

■在宅高齢者等配分（町内92件）920,000円　　■地域福祉活動配分（1件）99,844円

■地域歳末たすけあい募金

　戸別募金  1,310,340円

� 合　計　1,310,340円

赤い羽根共同募金は「あなたの町」の様々な福祉活動
を支援する仕組みです。募金の一部は「災害等準備金」
として災害発生時における災害ボランティアセンター
の設置・運営及び、被災地支援にも役立てられています。

あなたの募金は
あなたのまちへ

身体障害者
協議会

老人クラブ
連合会

卓球バレー
練習会

ペタンク
交流会

令和 3 年 12 月 9 日

令和 3 年 12 月 17 日

　身体障害者協議会では毎月１回車イスの方も、
視覚・聴覚障がいの方でも楽しめるスポーツ「卓
球バレー」の練習を行っています。令和 3 年 12
月 9 日には県障がい者スポーツ協会三浦事務局
長にご指導を頂きました。

　青少年の家において、ニュースポーツ「ペタ
ンク」の交流会が開催されました。柔らかいゴ
ムボールを使用した、カーリングに似たゲーム
で、参加されたクラブ員の方々は寒さに負けず
楽しまれていました。

町内福祉団体の行事は新型コロナウイルス感染防止対策を行いながら実施しております。

町内の福祉団体活動紹介

納入結果ご報告
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新型コロナウイルス
感染拡大状況により、
調理や会食等、様々
な制限がありました
が、令和3 年11月よ
り調理と会食が再開
できました！

※�令和 4 年1月より、新型コロナ
ウイルス感染症が再び拡大傾向
となったため、現在は調理・会
食は実施していません。

社会福祉協議会では、山田町から委託を受け、
概ね６５歳以上の男性の方を対象に、調理実習や
レクリエーションを行う教室を開催しています

皆で作って！おいしく食べて！
楽しい会話！レクリエーション！

さわやか健康教室

＝教室の流れ（スケジュール）＝
09：30 ～  受付・血圧測定
10：00 ～  開会・レクリエーション
11：00 ～  調理実習
12：30 ～  会食
13：00 ～  カラオケ
13：30 ～  閉会・解散
※通常時の流れとなります

〈開催日〉毎月２回 
　　　　   ※開催前に通知します

〈会　場〉山田町まちなか交流センター
　　　　  （びはんストアオール店となり）

〈参加費〉３００円
　  ※送迎も対応しています。
　  ※運営ボランティアも募集しています。

〈お申込み・お問合せ先〉
　　　山田町社会福祉協議会　
　　　℡ 82 -3841　総務課

参 加 者 募 集 中

災害ボランティアセンター
設置運営訓練

座学・講義

被災世帯への訪問調査訓練

ボランティア受付訓練

マッチング訓練

当日活動予定表作成訓練

ボランティアオリエンテーション訓練

資機材貸出し、送り出し訓練

　令和 3 年 12 月 11 日（土）、社会福祉協議会を会場に「山田町災
害ボランティアセンター設置運営訓練」を実施致しました。
　昨年度は岩手県、岩手県社会福祉協議会、NPOの三者協働によ
る訓練として行われましたが、新型コロナウイルス感染拡大状況
により今年度は中止となったため、町社協独自の職員を対象とし
た内容で実施しました。
　何故社協が災害支援を行うのか、共通理解を深める講義から始
まり、各役割の再確認、模擬を行いました。

災害ボランティアセンターとは

社協が災害支援に取り組む理由は

● 平常時のネットワークが活かせる
平常時の社協活動の中での、住民、ボランティア、民間
支援団体、行政等とのネットワークや信頼関係を活かす
ことができ、これらが連携・協働していけるよう調整が
できるため。

● 個別・地域の実態を把握している
平常時より、福祉的な課題を抱える対象者との関わりが
深く、また地域福祉活動推進により地域実態を把握して
いるため。

● 柔軟性がある
個別対応など、行政機関等では対応困難な課題に対し、地
域や民間支援団体、ボランティア等との連携により柔軟
な対応が可能になるため。

社会福祉協議会では災害発生以後に活動頂ける「災害ボランティア」
の登録を推進しています。ご興味のある方はお気軽にご連絡下さい！
� 【お問合せ先】地域福祉課　☎７７-３２６０

「災害ボランティア」の登録をしてみませんか？

仲間づくりに
是非！！
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生活支援相談員の活動
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支 拠援 点
見 守地 り域

生活支援相談員の活動

地域見守り支援拠点のご紹介

大沢拠点「ひなたぼっこ・おおさわ」の玄関写真

地域見守り支援拠点
整備イメージ図

地域見守り支援拠点
「ひなたぼっこ」

生活支援相談員を配置し、地域
支援と個別支援を一体的に実施
●支えあいマップ作成支援　
●見守り、相談、生活援助
●サロン活動の支援
●地域の実情に応じた支援

山田町

民生委員・児童委員
自治会・町内会
ボランティア等

事業委託

相談員を派遣、常駐

連携

連携
連携

気軽に立ち寄れる場所
居場所

相談員による見守り相談支援、
コミュニティ支援

高齢者、障がい者、生活困窮者、母子世帯　等
災害公営住宅 　 防災集団移転 　等

実施主体
岩手県社会福祉協議会
生活支援相談員を配置

山田町社会福祉協議会
生活支援相談員を配置

連携

　ひなたぼっこやまだは、陸中山田駅、図書館、郵便局、
スーパーや飲食店などが隣接する中心街に開設してい
ます。列車やバスの待ち時間に立ち寄られる方や、買い
物帰りの方、なかよし組の方など、いろんな方にお立ち
寄り頂いています。
　ここでは「ミニぎゃらりー」と題して、町民の方が製
作した作品を展示する行事も行っています（左の写真）。
どなたでも自由にご覧頂けますので、是非お立ち寄り下
さい。※今年度のミニぎゃらりーは 3 月 11 日（金）で
終了となりました。

ひなたぼっこ やまだ
山田拠点／オールテナント内

　ひなたぼっこおおさわは、3 つの拠点のうち、唯一「災
害公営住宅の集会所」を拠点としているところです。入
居されている方や、地域の方もお越し頂き、雑談や物
づくりを行っています。
　気軽に立ち寄れる居場所を目指し、様々なご相談に
職員が応じています。
　暖かい季節は、入居者の皆さんや地域の皆さんとラ
ジオ体操を行っていましたが、冬の寒い時季はこれに変
わる「お楽しみＤＡＹ」を企画し、皆さん自身が楽しみ
たいことを考えた催しも行っています。

ひなたぼっこ おおさわ

　豊間根地区の拠点は、テナントに常設する拠点に加え、
毎週水曜日のみ災害公営住宅集会所へ伺う「出張拠点」
も実施しております。集会所で開催する際は、災害公営
住宅に入居されている方が毎回参加されています。
　テナントの拠点は、買い物帰りの方にお立ち寄り頂い
ています。是非お越しください。

ひなたぼっこ とよまね

ひなたぼっこ とよまね

豊間根拠点／豊間根テナント内

県営豊間根アパート出張拠点／集会所

大沢拠点／県営大沢アパート集会所内
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山田町高齢者生活支援体制整備事業

生活支援コーディネーターの活動

活動を続けているうちに
「自分もやってみたい」

「やってみてもいいかな」
といった声を

かけて頂く事が増えてきました。
当初 14 名で

スタートした「ぺんこさん」も
2 回目の養成講座以降

12 名新たに加わりました。
「1人だと不安…」と悩んでいたら

お友達と一緒に
2 人 1 組での活動も大歓迎です。事前にできる事を教えていただいて、

できることをお願いしていますので、
「無理なことを頼まれたらどうしよう…」

なんてことはありません。
もちろん報告書などの提出も

一切ありません。
また、自分の家に持ち帰って活動する
「在宅ぺんこさん」の活動希望者も

募集中です。
裁縫やかんたんな日曜大工を

得意とする方からの
連絡をお待ちしています。

話を聞くだけ聞いてみたい方も、
利用してみたい方も

生活支援コーディネーターまで
ご連絡ください！

☎ 080-5849-5736　地域福祉課
生活支援コーディネーター

これらの活動は「ボランティア活動保険」に
加入して行っております。

名前は「ぺんこ」でも、
町への思いは「いっぺえ！」

各地区の活動紹介（コミュニティセンターの活用）

浜川目地区
生活支援ボランティア「ぺんこさん」

生活支援コーディネーターの活動

　「大沢アクション 90」で「集まる機会がない」「コミュニティ
センターが使われていない」という意見が出た事から、令和
3 年 7 月の第 3 木曜日から月に 1 度『コミュニティセンター
開放の日』として集まる事となりました。
　話し合いの中で、コミュニティセンターが開いている日が
分かるようにとアイデアが出た事から立派な「のぼり」が出
来上がりました。
　「やっぱり顔を見ながら話をするのは良いね」「次が楽しみ
だ」との声が聞かれ、コロナ禍で行事が中止になりがちな中、
集まった時の皆さんからは笑顔が溢れ、談話はもちろん歌や
踊りを楽しまれていました。
　12 月には山田町で実施している『まちづくり出前講座』を
利用し、介護保険制度について山田町役場長寿福祉課職員の
方から、お話を聞く機会もありました。今後は「シルバーリ
ハビリ体操もやってみたい !!」との声も上がっています。

大沢川向地区
　「同じ大沢地区でも東側は活動的で、西側の活動は少ない。
川向地区でも何かやりたい！」「小さな集まりでも良いから身体
を動かしたい！」と「大沢アクション 90」に参加された方々か
ら意見が出されました。以前はサロン「よりあいっこ」を開催
していましたが、コロナ禍により集まる機会が無くなってしまっ
たとのことです…。そこで『月に一度集まろう!!』と話し合わ
れ、1 月に初めて大沢川向コミュニティセンターで集まりまし
た。今後もみんなで集まって活動内容を決めていきたいです。

町内の各地区で行われている集まりを調べてチラシを作成しました！
　最近は集まることもなかなか難しいですが、これからのため
参考にしていただけるとうれしいです。春には町内各地に配置
させていただきます。
　内容や問い合わせ先の確認、自分たちの集まりをチラシに載
せてほしいという方も気軽にお問い合せください！
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ご報告・ご紹介・お知らせ ご報告・ご紹介・お知らせ

おもいやりをかたちに。

介護用品販売

第一商事㈱
レディーズ・アイ

レンタル  リフォーム

第一商事（株）

●福祉用具販売
●住宅リフォーム（高齢者向き）

〒020-0807  岩手県盛岡市加賀野一丁目19-29

〒027-0025  岩手県宮古市実田一丁目 8-7
TEL（019）651-0121 ・ FAX（019）651-0052

TEL（0193）63-8151 ・ FAX（0193）63-8187
URL http://www.dai-ichi.com  e-mail : info@dai-ichi.com

●健康機器販売
●福祉用具レンタル
介護保険事業所番号

事　業　部
0370100166

介護リ
フォームで

快適な暮らしを

LADY’S EYE

介護リ
フォームで

快適な暮らしを

　「ボランティア活動保険」は、日本国内におけるボランティア活動中におこる様々な事故に対する
備えとして無償で活動するボランティアの方々を補償する保険です。

令和４年度  ボランティア活動保険加入のご案内

平時・災害時とも、地震・津波・噴火に起因する死傷
について、基本プランでは補償対象外、天災・地震プ
ランでは補償対象となります。

基本タイプと天災・地震補償プランの違い

社会福祉協議会およびその構成員・会員ならびに社会
福祉協議会が運営するボランティア・市民活動センター
に登録されているボランティア、ボランティアグループ、
団体となります。下記お知らせをご参照ください。

ご加入頂ける方

加入プラン 基本プラン 天災・地震
補償プラン

特定感染症
重点プラン

ケガの
補償

死亡保険金 1,040 万円
後遺障害保険金 1,040 万円（限度額）
入院保険金日額 6,500 円

手術
保険金

入院中の手術 65,000 円
外来の手術 32,500 円

通院保険金日額 4,000 円
特定感染症 補償開始日から10日以内は補償対象外 初日から補償

地震・噴火・津波による死傷 × 〇 〇
賠償責任
の補償

賠償責任保険金
（対人・対物共通） 5 億円（限度額）

年間保険料 350 円 500 円 550 円

？「ボランティアパートナー」って何？？
　ボランティアパートナーとは、ボランティア登
録をして頂き、町内で活動するボランティア同士
の交流や情報交換の場を設け、課題等を共有し、
活動しやすい環境を整える事を目的に実施してい
ます。

？登録のメリットと手続きは？？
　登録頂いた団体・個人のボランティアへ、助成
金情報の提供や交流会等のご案内、活動のサポー
トを行います。
　手続きは、当会の備え付けの登録用紙に必要事
項を記入いただきます。

【お問合せ先】地域福祉課　ボランティアセンター　77-3260

「ボランティアパートナー」にご登録ください

ボランティア行事用保険も受付中です！
【お問合せ先】地域福祉課　77-3260

山田町ボランティアセンター

【重要なおしらせ】
令和 4 年 1 月 17 日からゆうちょ銀行の一部
サービス料金が新設・改定したため、各保険
料を現金で払込みした際に、1 件ごとに 110
円の手数料がかかることとなりました。この
手数料は払込みされる方のご負担となります
のでご了承ください。

高齢の方や障がいを持った方が地域で安
心して生活が送れるよう福祉サービスの
利用援助や代行、それに伴う日常的な金
銭管理を行う事業です。

自分ひとりで判断をする事に不安な方やお金の管理に困っている方などがご利用できます。
※契約が結べることが前提となります

例えば、認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者など、判断能力が不十分な方が対象となります。
※これらに限らず利用できる場合があります。

① 下記のお問合せ先にご連絡下さい。
② 担当者がお伺いします。
③ お困り事を一緒に考え、支援計画を作ります。
④ 利用契約を結び、サービス開始となります。

日常生活自立支援事業 
～あんしんネット～

利用してみたい、サービス内容を詳しく聞いてみたい場合は、お気軽にご連絡ください。
一人ひとりの暮らしをしっかりサポートします！

【お問合せ先】	 宮古地域福祉権利擁護センター（☎ 0193-64-5052）
		  山田町社会福祉協議会（☎ 0193-82-3841）

１　どんな人が利用できるの？

３　サービスの利用手続きはどうすればいいの？

２　どんなサービスが受けられるの？

福祉サービスの
利用援助

書類等預かり
サービス

日常的金銭管理
サービス

相談は無料ですが、
サービス利用は有料です。
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山田町社会福祉協議会お問い合わせ先一覧

▲

社協全体に関すること（福祉団体）…総務課
　　・事務局　℡ 82−3841
　　　　　　　℡ 090−3123−6208
　　・移送サービス事業「すけっと君」
　　　　℡ 82−3841　℡ 090−5593−0523▲

介護サービスに関すること…在宅福祉課
　　・ケアマネージャー　　　℡ 82−5687
　　・ヘルパー、入浴車　　　℡ 82−4000
　　・障がい者支援　　　　　℡ 82−4000 
　　・さいかち学級　　　　　℡ 82−4000

▲

地域福祉に関すること…地域福祉課
　　・生活支援相談員　　　　　℡ 77−3260
　　・生活支援コーディネーター  ℡ 080−5849−5736▲

ボランティアに関すること
　　・ボランティアセンター　　℡ 77−3260

▲

配食サービスに関すること　  ℡ 82−3841

〒028-1321　岩手県下閉伊郡山田町山田第15 地割 82 番地 2
TEL：0193-82-3841　　FAX：0193-82-5670
E-mail：y-shakyo@yamada-shakyo.or.jp　　ホームページ　http://www.yamada-shakyo.or.jp

［企画・発行］ 社会福祉法人  山田町社会福祉協議会　　［印刷］株式会社  東海印刷所
※ この広報誌は、赤い羽根共同募金配分金の一部を充てて発行しています。

広告の依頼は社協まで

❖ 大沢老人クラブ様� 20,000 円
❖ 匿名様� 20,000 円
❖ 飯岡老人クラブ様� 25,361 円
❖ 匿名様� 300 円
❖ 匿名様� 12,743 円

福  祉  基  金

善意のご寄附ありがとうございました
　基金の果実による資金は、山田町民全体
の地域福祉増進のため有効に活用させて頂
きます。
　令和 3 年 11 月 17 日から令和 4 年 2 月

14 日において、次の個人、
団体から福祉基金にご寄
付を頂きました。

◀︎町民の方が作成したクラフト作品です

山田町社会福祉協議会では、ご利用のお客様及び
職員に万が一のことがあった場合の救命器具とし
て、「AED（自動体外式除細動器）」を受付カウン
ターに設置しています

釜石市鵜住居町第10地割30番8-2

陸前高田市高田町字鳴石15-1 区画1 0192-55-5340

0193-28-3801 0193-28-3821

0191-33-1175 0191-33-1176一関市山目字中野188-1

令和 3 年度 福祉基金累計額　350,555 円


